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こ
の
協
定
の
規
定
に
従
い
、
イ
ン
ド
共
和
国
政
府
は
、
二
千
九
年
五
月
十
五
日
に
作
成
さ
れ
た
追
加
議
定
書
に
よ

り
補
足
さ
れ
た
同
年
二
月
二
日
に
作
成
さ
れ
た
民
生
用
の
原
子
力
施
設
へ
の
保
障
措
置
の
適
用
の
た
め
の
イ
ン
ド
共

和
国
政
府
と
国
際
原
子
力
機
関
と
の
間
の
協
定
の
規
定
に
従
い
、
機
関
の
保
障
措
置
の
適
用
の
た
め
に
施
設
を
提
供

す
る
。
保
障
措
置
の
手
段
に
は
、
保
障
措
置
の
対
象
と
な
る
核
物
質
の
民
生
用
の
使
用
か
ら
の
取
出
し
を
適
時
に
探

知
す
る
た
め
、
同
年
五
月
十
五
日
に
作
成
さ
れ
た
追
加
議
定
書
に
よ
り
補
足
さ
れ
た
同
年
二
月
二
日
に
作
成
さ
れ
た

民
生
用
の
原
子
力
施
設
へ
の
保
障
措
置
の
適
用
の
た
め
の
イ
ン
ド
共
和
国
政
府
と
国
際
原
子
力
機
関
と
の
間
の
協
定

に
定
め
る
核
物
質
の
計
量
、
施
設
の
設
計
に
係
る
審
査
及
び
検
認
、
施
設
の
建
設
の
進
展
に
関
す
る
報
告
、
適
当
な

封
じ
込
め
及
び
監
視
に
係
る
シ
ス
テ
ム
、
工
程
の
監
視
並
び
に
機
関
と
合
意
さ
れ
る
他
の
措
置
を
含
む
。

６

イ
ン
ド
共
和
国
政
府
は
、
施
設
に
お
け
る
機
関
の
保
障
措
置
の
実
施
の
た
め
、
次
に
掲
げ
る
最
低
限
の
要
件
が
満

た
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
。

⒜

施
設
の
設
計

設
計
情
報
の
早
期
の
提
供

イ
ン
ド
共
和
国
政
府
は
、
二
千
九
年
二
月
二
日
に
作
成
さ
れ
た
民
生
用
の
原
子
力
施
設
へ
の
保
障
措
置
の
適

用
の
た
め
の
イ
ン
ド
共
和
国
政
府
と
国
際
原
子
力
機
関
と
の
間
の
協
定
40
の
規
定
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

施
設
の
設
計
情
報
を
で
き
る
限
り
早
期
に
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
機
関
に
協
力
す
る
。

設
計
に
係
る
効
果
的
な
審
査
及
び
検
認

イ
ン
ド
共
和
国
政
府
及
び
施
設
の
操
業
者
は
、
適
当
な
場
合
に
は
、
施
設
の
設
計
に
係
る
審
査
及
び
検
認
の

た
め
の
活
動
を
認
め
る
に
当
た
り
、
機
関
に
協
力
す
る
。

保
障
措
置
の
適
用
を
円
滑
に
す
る
設
計
上
の
特
徴
の
組
入
れ

施
設
の
設
計
上
及
び
運
用
上
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
機
関
が
要
請
す
る
場
合
に
は
、
保
障
措
置
の
効
果
的
な

適
用
を
妨
げ
る
設
計
上
の
特
徴
を
排
除
し
つ
つ
、
保
障
措
置
が
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
。
例
え
ば
、
計
量
槽
の
校
正
シ
ス
テ
ム
の
設
置
、
溶
液
の
混
合
及
び
採
取
に
係
る
効
果
的
な

方
法
並
び
に
認
証
上
必
要
と
な
る
独
立
し
た
機
器
の
設
置
が
含
ま
れ
る
が
、
こ
れ
ら
に
限
ら
れ
な
い
。

⒝

保
障
措
置
の
シ
ス
テ
ム
の
設
計
及
び
設
備
の
設
置

機
関
と
の
協
力

イ
ン
ド
共
和
国
政
府
及
び
施
設
の
操
業
者
は
、
施
設
に
お
け
る
機
関
の
機
器
（
デ
ー
タ
収
集
装
置
、
認
証
装

置
及
び
開
封
表
示
装
置
を
含
む
。）の
設
置
及
び
運
転
を
受
け
入
れ
る
。

正
確
な
か
つ
適
時
の
情
報
提
供
が
可
能
な
計
量
管
理
制
度

イ
ン
ド
共
和
国
政
府
及
び
施
設
の
操
業
者
は
、
機
関
に
対
し
て
正
確
な
か
つ
適
時
の
申
告
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
二
千
九
年
五
月
十
五
日
に
作
成
さ
れ
た
追
加
議
定
書
に
よ
り
補
足
さ
れ
た
同
年
二
月

二
日
に
作
成
さ
れ
た
民
生
用
の
原
子
力
施
設
へ
の
保
障
措
置
の
適
用
の
た
め
の
イ
ン
ド
共
和
国
政
府
と
国
際
原

子
力
機
関
と
の
間
の
協
定
の
規
定
に
従
い
、
機
関
の
基
準
に
適
合
す
る
包
括
的
か
つ
正
確
な
核
物
質
の
計
量
管

理
制
度
を
施
設
に
お
い
て
維
持
す
る
。
在
庫
記
録
及
び
報
告
の
制
度
は
、物
質
収
支
区
域
ご
と
に
維
持
さ
れ
る
。

測
定
を
管
理
す
る
た
め
の
効
果
的
な
装
置
が
利
用
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

工
程
内
物
質
の
測
定

イ
ン
ド
共
和
国
政
府
及
び
施
設
の
操
業
者
は
、
施
設
の
運
転
中
の
工
程
内
核
物
質
の
在
庫
の
主
要
な
も
の
の

全
て
を
対
象
と
す
る
た
め
に
機
関
が
必
要
と
認
め
る
測
定
能
力
を
施
設
に
お
い
て
備
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

機
関
に
協
力
す
る
。

工
程
の
監
視
デ
ー
タ

イ
ン
ド
共
和
国
政
府
及
び
施
設
の
操
業
者
は
、
機
関
が
求
め
る
場
合
に
は
、
二
千
九
年
五
月
十
五
日
に
作
成

さ
れ
た
追
加
議
定
書
に
よ
り
補
足
さ
れ
た
同
年
二
月
二
日
に
作
成
さ
れ
た
民
生
用
の
原
子
力
施
設
へ
の
保
障
措

置
の
適
用
の
た
め
の
イ
ン
ド
共
和
国
政
府
と
国
際
原
子
力
機
関
と
の
間
の
協
定
の
規
定
に
従
い
、機
関
に
対
し
、

認
証
さ
れ
た
工
程
の
管
理
デ
ー
タ
等
の
保
障
措
置
に
関
係
す
る
操
業
者
の
デ
ー
タ
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
認
め
る
。

現
地
に
お
け
る
分
析
所

施
設
の
設
計
に
は
、
機
関
が
要
請
す
る
場
合
に
は
、
工
程
に
お
け
る
試
料
の
分
析
（
施
設
に
お
け
る
機
関
の

保
障
措
置
手
法
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
る
破
壊
分
析
を
含
む
。）を
行
う
た
め
の
現
地
に
お
け
る
分
析
所
を
含
む
。

機
関
は
、
当
該
分
析
所
を
設
置
し
、
運
営
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
。

封
じ
込
め
及
び
監
視
に
係
る
シ
ス
テ
ム

施
設
の
設
計
に
つ
い
て
は
、
機
関
の
慣
行
及
び
手
続
に
従
い
、
保
障
措
置
の
効
果
的
な
実
施
の
た
め
に
要
求

さ
れ
る
封
じ
込
め
及
び
監
視
に
係
る
シ
ス
テ
ム
の
利
用
に
つ
い
て
考
慮
す
る
も
の
と
し
、
機
関
は
、
施
設
に
お

い
て
当
該
シ
ス
テ
ム
を
維
持
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
。

⒞

保
障
措
置
の
実
施

計
量
記
録
の
検
認

機
関
は
、
核
物
質
の
計
量
に
関
す
る
記
録
及
び
報
告
の
定
期
的
な
検
認
を
行
う
こ
と
を
許
さ
れ
る
。

遠
隔
デ
ー
タ
の
伝
送

機
関
は
、
保
障
措
置
の
実
施
の
た
め
に
効
果
的
で
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
二
千
九
年
五
月
十
五
日
に
作

成
さ
れ
た
民
生
用
の
原
子
力
施
設
へ
の
保
障
措
置
の
適
用
の
た
め
の
イ
ン
ド
共
和
国
政
府
と
国
際
原
子
力
機
関

と
の
間
の
協
定
の
追
加
議
定
書
の
規
定
に
従
い
、
よ
り
頻
繁
な
デ
ー
タ
分
析
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
認
証
さ
れ

た
デ
ー
タ
の
遠
隔
伝
送
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

デ
ー
タ
認
証

両
締
約
国
政
府
は
、
保
障
措
置
に
関
係
す
る
適
時
の
か
つ
正
確
な
デ
ー
タ
の
た
め
の
信
頼
す
る
こ
と
が
で
き

る
機
器
及
び
保
障
措
置
の
実
施
の
た
め
の
デ
ー
タ
認
証
の
重
要
性
を
認
識
す
る
。
イ
ン
ド
共
和
国
政
府
及
び
施

設
の
操
業
者
は
、
保
障
措
置
の
た
め
に
収
集
さ
れ
た
デ
ー
タ
及
び
試
料
に
つ
い
て
適
切
な
認
証
の
方
法
を
適
用

す
る
た
め
機
関
に
協
力
す
る
。

ア
ク
セ
ス
及
び
透
明
性

イ
ン
ド
共
和
国
政
府
及
び
施
設
の
操
業
者
は
、
機
関
が
、
保
障
措
置
の
実
施
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
範
囲

で
、
か
つ
、
施
設
に
つ
い
て
の
完
全
な
理
解
の
維
持
の
た
め
、
保
障
措
置
設
備
の
設
置
及
び
保
守
を
行
い
、
並

び
に
操
業
者
の
全
て
の
工
程
に
お
け
る
活
動
（
試
料
の
採
取
を
含
む
。）の
査
察
を
行
う
よ
う
、
機
関
に
対
し
て

十
分
な
ア
ク
セ
ス
を
認
め
る
。

毎
年
の
洗
浄
後
の
在
庫

機
関
に
よ
る
正
確
な
実
在
庫
の
検
認
の
た
め
に
核
物
質
を
実
行
可
能
な
限
度
に
お
い
て
用
い
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
毎
年
工
程
か
ら
取
り
除
く
。

異
常
な
状
況
の
解
決

イ
ン
ド
共
和
国
政
府
及
び
施
設
の
操
業
者
は
、
異
常
な
状
況
（
物
質
の
計
量
に
係
る
異
常
な
状
況
を
含
む
。）

の
場
合
に
は
、
こ
れ
を
適
時
に
解
決
す
る
た
め
に
機
関
と
協
力
す
る
。

７

こ
の
附
属
書
に
定
め
る
条
件
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
再
処
理
に
よ
っ
て
分
離
さ
れ
得
る
い
か
な
る
特
殊
核
分
裂
性
物

質
も
、
イ
ン
ド
共
和
国
に
所
在
す
る
機
関
の
保
障
措
置
の
下
に
あ
る
国
内
施
設
に
お
い
て
貯
蔵
さ
れ
、
及
び
使
用
さ

れ
る
。
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